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論文

東吉野村人工林の沿革、現状と今後の施業指針

高橋絵奈キ・竹内典之*

Title History， present condition and indicator of forestry in Higashiyoshino 

Erina TAKAHASHげ and Michiyuki TAKEUCHI* 

東吉野村は、古里1・1本梁のや心地の lつであり、その終約的な人工:林施策技術l立、炎い{後史の中で生きわれてきたc米合!J!f
村のスギ・ヒノキ人工林{土、 41-50年生と 71年生以上のt半分のTIii綴比率がともに総i磁僚の20%を越え、 f也の吉野林築
地域と問様、王者約林分の比率が肉くなっている。また、従来の伐J切である 81年を越える林分の断獄がi詑近，~j持して必り、

今後も増加する見通しである。耳11吉野村では近年、立木知ji械、選~iオ筒格がともにiほ述を絞け、過疎化、目白j齢化の問題は深

刻で、労働力の石童保の問題から、集約的な絡言語を支える恭波が崩れかねない状況であり、総数技術の中にl土、泣い将来ifl
失するものが出ることが危燥される。王吉野林染地域では近年、潟齢林分で間伐を持続的に行うことによって僚依的:こ伐刻j

をのばそうとする動きが出てきているが、来官製Htでは、林業をliX:1)巻く現状から伐り終えられているにj@!2:ない状況で
ある。しかし、 100年生前後の林分で忽に:fD't勢が変え、伐l:I:lされる個体がでてきていることが問題になってきているのよっ
て、京王吉野村では、潟総称分の施業指針の篠立とそれを支える14'制づくりが、平，~.~こ行わなければならないと考えられる。

キーワード:校野林菜、 f受伐期、正司齢;j~q涜綴、立ァjç価格、高齢化

日igashiyoshinois a center of Yoshino forestry. The featur巴ofY oshino forestry is said to b邑denseplanting， frequent thinning， 

and long-t巴rmfor己stmanag巴ment.These techniques have be巴nestablish記dover a long time. 1n Higashiyoshino， the sugi and 

hinoki forests aged 41-50 y邑arsand 71 y巴arsancl older each occupy about 20% of the plantation area， and th己olclstands ar記

increasing， In recent years， the stumpage price and the log price are sluggish，詰ndin Higashiyoshino， the decreasing popul日tion

and aging of the workers， are becoming serio訂sproblems. Thus， du巴tothe shortage of labor， some of the t也chniquesof long-term 

forest management are on the verge of disapp巴arance.Recently， although ther巴isa tenclency to continu日thinningand avoid clear 

cutting in the Y oshino area， th巴agingstands in日vitablyremain in Higashiyoshinoむnd記rthεabove circumstances. Yet， som記

stands around the ag日of100 years old ar巴nowdeclining， and forest managem巴ntmust be reconsidered. lt is necessary to 

organize the techniques for further long-term forest management in Higashiyoshino. 

Key words: Yoshino forestη'，long-t己rmfor巴stmanagement， area of old forest， stumpage price， aging workers 
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1 .はじめに
と、奈良県発行「吉野林業J(1979)7)を参考に略述する。

東吉野村は、奈良県のほほ中央東寄・りに位置し、一

県と隣接する。 j醤積は、 13，160haで、奈良県全体の3.57

%を占め 1ヘ川上村、県j制寸とともに吉野林業の中心地

である 3)。

本論文でイ立、この:東吉野村を中心に吉野林業の!設史を

追うことによって、林業技術が培われてきた背景を明ら

かにし、東吉野村のスギ・ヒノキ人工林の現状から、今

どの様な施業方針が必要なのかについて考察する。

2.東吉野村の林業の特徴

東吉野村において、人工林施築技術が培われてきた自

然条件と林業の沿革について、東古野村商工会発行「東

吉野村の林業一生いたちと現況，将来の波望-J (1983):n 

*京都大学f兵学研究科

* Graduate School of Agriculture， Kyoto University 

2.1自然条件

東吉野村の気象については、少し市いが1982i]三現犯

の舗では、年平均気識が15.3
0Cで、地域的lこ4~ 50Cの

気ikit濯が見られる。年間平均降水量をは、 1，768mmで、台

風を拾いては強風が吹き付けることはなく、 j民平nであ
る。この地域は、秩父古生j団地帯にJ越し、砂岩、粘板岩、

i疑灰岩、角岩及び石灰岩を母岩とし、これらの風化した

角レキを含むj密貿土焼である。リン酸カリ、ケイj強犠矧

にむ土lJ~は、保水性、透水性がきわめてよく、 j員和な

気候とあいまって、スギの生背にi設過な条件をそなえて

いる。 地形は、中央構造線が1'iの中央北寄りを東西に
いており、吉野JlI本流沿いは特に急峻であるが、!判j支以

上に目立所に緩{悶斜地が開けてし、る。
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出された。その生産が軌道に乗りだした明治中期には、

造林も京水仕立てが主流になっていったl:n。第二次世界

大戦の戦中戦後には、強制伐探が行われ、入手不足に

よって…部米摘栽地が生じたが、数年を経ず摘栽され、

集約的な施梁が継続されてきた。現在は、林業を巡る

様々な状況から、集約的な林業を継続していくことが離

しくなってきており、今後どの様に人工林を管理、育成

し、利用していくかが問題になってきている。

2.3施業技術

以上のような経史の中で、吉野の施築技術は形成され

てきたのであるが、その特徴は、大きく以下の3つにま

とめられる。すなわち、官、~:i1:L多間伐、長伐j羽である 1010

まず、第一に密櫛は、個人のllJ林所有商務が狭く、な
るべく効率的に林地を活用するために考え出された方法

で、実生龍を地味によってスギ、ヒノキの混合率を変え

て混楠してきたG)。明治中期からの京水仕立ての林分に

おいては10，000~ 12，000本/ha、奥地では5，000~ 6，000 

本/haという省、植が行われてきた骨)。この密捕によって、

{長良な倒体をj設抜背成しながら、間伐で11又入を得ること

ができ、初期成長が抑えられ、年輪中高のそろった良材-が

生産されてきた。次に多間伐・であるが、これは、弱皮の

間伐を数多く繰り返すもので、一時期は主伐より開伐収

入が多かったほどであった叫しかし、現在では、間伐

材の需要が減っているため、植栽本数は、 5，000本/ha程

度にまで減少し、手入れの埋れたt*分も若干見られるよ
うになってきている。さらに、;設伐期であるが、これは、

樽丸生産のために、伐期が他地域より長く、 80年~100 

年に設定されていたのが始まりで、現在では、さらに伐

期をのばす動きが出てきているh
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図一 l 東吉野村‘スギ・ヒノキ人工林の齢級~lji預殺の推移

Fig. 1 Yearly change in th邑ag邑distributionof sugi and hinoki plantation 

in Higashiyoshino 

資料:奈良県~林吉[\1水道線「森林資源構成炎J より作成。

Sourse : "Structure of Forest Resources，" Forest Road Section， 

Department of Agriculture and Forestry， Nara Prefectur巴
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2.2沿革

吉野林業地域の中世以前の森林の状況についての明ら

かな記録はないが、一般にスギは少なく、ヒノキが多

かったと考えられている。当時は、天然林から適材が選

ばれ、伐出されていたようである。吉野地域から木材が

に搬出されるようになるのは、天正年閥、秀吉が当

地方を領有し、大阪城や伏見域を始め、畿内の域事IS建築

その俄大小社の普諮用材の需要が増加し始めた漬からで

ある。木材需要の増加に伴う伐探が行われるにつれ、森

林資源が減少し、i農林の必要性が出てきた。足利米期に
は、すでに川上村・では人工造林が始まっていたようであ

るが、東吉野村で人工造林が始められたのは事保年間に

なってからであった。当時、すでに川上、黒滝岡村では

人工造林がかなり進み、野生動物の食料が乏しくなって

きていたため、野生動物は食料を求めて東吉野村に移動

し、作物を食い荒らすようになった。そのため、 f薄徳
の杉、檎を植え付けたJとの記録があるように、
村でも消極的ながら、人工造林が始められたのである。

このようにして、人工i農林が始まったわけであるが、
木材の欠乏とともに、村民は組税の支払いに窮するよう

になった。そこで、郷内の有力者に林地を売却あるいは

貸し付け、人工造林を促進させたが、被らも人工林を維

持する資力に欠けていたO そのため、冗禄年閥、下市、

上市及び大和平野方面の商業資本の消費焚付を通じて、

借地林が発生した。この制度は、ある年限あるいは立木

…代に限って出林を貸錯するもので、前倒として借用

料、木材の伐採時に後備として立木売り払い舗格の5~

10%を支払うというものであった。借地林業制度によっ

て生じた不在村地主は、自己の山林経営に夜接当たるこ

とができなかったため、村民の中から信用のおける者を

選んで山守とし、pfr有山林のすべての管理を委任するよ
うになった。山守l之、山林の機育、伐採にあたって作業

を柴め、作業を行った九llJ守の多くは、木材業を兼

ねており、立木売払いの際には、{奨先的に購入生産する

資格を持っていた。このようにして、村外からの資本を

取り込み、村民が森林を管理育成する体制ができあがっ

た。

また、寛文年間より始まる銭丸太の製造、卒保年間よ

り始まる出地での槻丸の製造など販路拡大に従い、i斬次

造林の方法は集約的となった。

全毘的に大乱伐が行われた明治維新前後にも官邸~-Cは

そのj別報に乗らず、高齢林は維持され、明治10年前設

の材怖が商騰した時代に伐採が盛んになった。この時代

に高齢林はやや減少したが、造林は確実に行われ、ス

ギ、・ヒノキの人工林が拡大していった。また、明治20

年頃、東吉野村で始めて人工絞り丸太の生産技術が考え

72 
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3.東吉野村の人工林の最近の動向と現状

東吉野村-の林地面積は、 1998年現在約 12，500haであ

る。林野E容は、 95.7%で、そのうち人工林は89.5%を占

めている九回4に、殻近20年間の東吉野村のスギ・ヒ

ノキ人工林の齢殻~Ij面積の推移を訴す。この 20 年間に

おいて、造林間駿が減少し続けている。また、ピークが

2つあり、このピークを保持しつつ全体的に高齢に移行

している。大きなピークは、 1950年代半ばからの拡大

造林期に植栽されたものである。

関必に東吉野村、吉野森林計臨託、奈良県、全国に

ついてのスギ・ヒノキ人工林の林齢別の館経比事を示

す。拡大法林j切のピークがあることは、日本全体と問じ

傾向であるといえる。しかし、 41~ 50年生の林分の割

合は、自本全体では 10%にまで下がるが、東吉野村で

は20%を越えており、このことが、東吉野村の人工林

の大きな特徴の一つであるといえる。

また、 71年生以上の林分については、日本全体より

議良県、奈良県より吉野森林計間援で割合が高く、71:年

生以上の森林の割合が大きいことが吉野林業地域の特徴

であることがわかる。吉野林業の特徴が長伐期であるこ

とは、ここからもうかがえる。東吉野村は人工絞り丸太

生産技術発祥の地でありへ比較的短伐期の施設が主流

であるといわれてきた13)。しかし、 71年生を結える林分

が人工林の 20%以上を占めているのである。

東吉野村昌の高齢林分の状況をさらに詳しく見てみる。

閲3に東吉野村の81年生以上の人工林面識を示す。特

l二、従来の伐:J羽を過ぎた101年生以上の人工林立問責を分
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けて示している。 101年生j:)、上の人工林の関摘は、 1978

年に殻小となり、以降増加を続けている。このころの日

本全体の木材需袈を見てみると、 1973年に諮袈がピ…

クとなり、1.21.意m:lであったのが、 1982年にはその 77

%にまで落ち込んでいる 8)。この頃から、東吉野村でも

皆{えが控えられたことがうかがえる。次に、ちょうど従

来の伐期にあたる 81年生以上のi面積を見てみると、こ

ちらは、 1973年から…賞して増加し統け“ている。

間-4に東吉野村のスギ・ヒノキ人工林の皆伐i稲積と

造林部磁を訴す。ただし、ス:f'.ヒノキA工林の総1国務
の艇から、，!tJJ関内に減少した国税を皆伐間績とし、 u始
級の商積を造林臨機としている。皆伐面積は一変して減

少し続けており、造林面積は拡大造林期に普伐された耕

地への植栽が終7した後は半減し、その後は皆伐閥横と
造林面積がほぼ等しくなっている。
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随一 3 次官野村 81年生以ヒのスギ、ヒノキ人工林間後

Fig， 3 Area of sugi and hinoki plantations 81 years and oldεr in 

Higashiyoshino 

資料:奈良係終林郁林道線 f森林資is!構成炎jより作成。
Sourse : "Structure of Forest Resourc記s，"Forest Road S己ction，

Department of Agriculture and Forestry， Nara Prefecture， 
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Fig. 2 Age distribution of sugi and hinoki plantation 沼… 4 ~長官3料すのスギ・ヒノキ人工林の紫伐問機と造林箇絞の

資料:奈良県段林郁「奈良県林業統計 平成7年度j、林野庁間: 推移

芸能統計望書箆 1997Jより作成。 Fig，4 Yearly change in the area of c1ear cutting and planting 

Sours邑:"A Statistical Y巴arbookof Forestry in Nara Pr邑fecture1995，" 資料:奈良県淡林郁林道線 f森林資ifA¥構成淡jより作成。

Departr日記ntof Agricultur・巴andForestry， Nara Prefecture， and Sourse : "Structure of For巴stResourc巴s，"Forest Road Section， 

"Statistical Handbook of Forestry， 1997，" For昔日tryAgency. D巴partm邑ntof Agriculture and Forestry， Nara Pr巴fecture，
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つまり、皆伐は明らかに減少しており、それによって

高齢林分が増加を続けているのである。林業を取り巻く

現状は厳しく、皆伐加藤の減少は今後も続くと予想され

ること、また、 71~ 80年生の林分が1，000ha程度ある

ことからも、高齢林分は、今後も急激な増加を続けるで

あろうと予測される。

4.東吉野村の林撲を取り巻く状況

4.1立木価格と素材価格

関与に東吉野村杉谷の立木価格と小JII木材市場の素

材悩格の変動を示す。ただし、議材価格、立木舗格とも、

スギ・ヒノキの総平均であり、S年移動平均の髄である。

また、 1982年から 1987年の素材価格については、奈良

県全域の素材儲格からの推定値である。

1965年頃までは、立木倒格、素材儲格とも、緩やか

に上昇し、その価格悲はさほど大きくはなかった。しか

し、 1965年以降、時価格がともに急上昇を始め、{崩搭

差が大きくなっていった。「赤ん坊が出貿うたって儲か

るJといわれた時代である。 1980~ 1985年には素材組i
格のみが一時落ち込み、 1985~1990年には持ち直すが、

立木価格は影響を受けず、 5万円前後で、推移した。 1990

年以棒、紫材価格は低下の…途をたどっている。

近年の東吉野村杉谷の立木価格と小JiI木材市場の素材

価格の動向について見てみると、立木{韻f舎は、 1995年
63，000円、 1997年50，000円、 1998年41，000円であり、

素材価格は、 1995年133，000問、 1996年124，000円、 1997

年88，000であって、両価格とも急激に低下している。さ

らに、 1999年現在、 1998年9丹22日に吉野地方を

した台風7号-による風倒~*が大去をに搬出され、間価格は

万
ten thousand 
20 
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図-5 iL*似格と繁材悩絡の捻移
Fig. 5 Yearly change in stllmpa話eprice and Iog price 

資料 :fttsJ法人仮本奨学会、小111*材市場資料より作成。

Sourse : The Sakamoto FOllndation and Ogawa Log Allction Market 
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さらに暴落している。

図-6に水1m:lと造材歩留まり 0.75としたときの

材棚橋によって隠用可能な労働者数の推移を示す。ま

ず、立木 1rげで躍用可能な労働者数についてみてみる

1965 年頃までは 7~ 10入、 1974年までは10~ 13人で、

皆伐再造林や拡大造林が盛んに行われた。しかし、 1975

年には労働者の賃金が大幅に引き上げられ、立木 1m3 

で躍用可能な労働者数は、前年の 1/2である 6.1人にま

で減少し、以降徐々に減少を続け、 1995年には、わず

か3.1人にまで落ち込んでいる。

次に、素材0.75m3でj援用可能な労働者数についてみ

てみる。 1975年までは、素材0.75m3で牒用T:iTimな労働
者数は、立木1m:lで躍府可能な労働者数の、 21告を常に
下i盟っていたが、 1975年tJ，11年1990年明までは、ほほ2
f音で推移し、手IJi悶が十分には111へ還元されていなかった

といえる。 19901f:.以降は、索材0.751げで躍用可能な労

{曲者数は、急激に減少し、 1995年には、 5.1人にまで落

ちi込んでいる。

4.2東吉野村の人印動態

一方J休業を支える村の人自はどう変化してきたのであ

ろうか。東吉野村の恭幹産業は、林業であることを考え

ると、村の人口の動態は林業の動態と大きく関係してく

るといえる。
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悶-6 立*1 m3で、般用可能な労働者数の数移
Fig. 6 Nllmbers of workers employable per price of 1m" stump or log 

資料:財閲法人阪本奨学会、小111水材市場、東吉野村森林紘合資

事iより作成。
SOllrse :The Sakamoto FOllndation， Ogawa log allction market and 

Higashiyoshino Forest Own日rsAssociation 

注1: A:潔材倣格 B:立オミ俄格 C:賃金 (i愛称手の 1日あたりの

平均気金)

Not邑1:A:Log price B:Stumpage price C:Workers wages (mean price 

。faforestation worker per day) 
注2・i設H・2長留まりを0.75とする。
Note 2 : Waste perc邑ntagein logging i話0.25.
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I;g]-7 i別総別人口の推移

Fig.7 Yearly change in th記populationof日achage group 

資料:奈良然「奈良県統音十年鍛 各年l波j、

東吉野村「耳i"T吉野村 1998 統針。資料編jより作成。

Sourse: "Statistical Yearbook for Nara Prefecture，" Nara Prefecutre， 

and"日igashiyoshinoDat詰Book1998，" Higashiyoshino. 

来合・野村の人口は、 1887年6，000人ililであった九京

木仕立てが蟻んになる 1902年頃に7，000人台を突破し、

1910年代には8，500人近くに迷するが、終戦までに7，000

人近くまで減少する 2)。しかし、木材需要の増加する戦

後援興期に急増し、拡大造林が盛んであった1960年に

9，000人合を突破したが2)、以降減少の一途をたどり、

1995年現在で3，300人余りにまで激減し 1)、過疎化が急

激l可能んでいる。

闘-7に1970-1995年の年齢層別の人口の推移を示

す。働き盛りの20-59歳の人口が激減し、。-19歳の

若商会!習も減少傾向にある。しかし、印紙以上の人口だ

けは微増しており、 1980年には全人口の15.7%であっ

たのが、 1995年現在では41.8%にまで割合が上がり、高

齢イヒが急速に進んでいる。

5.考察

以上みてきたように、n等穂の杉、檎を捕え付けた」と
ころから人工造林が始まった東吉野村・は、スギの生育適

地という自然条件に恵まれ、各時代様々な需要に応じて

人工林施業技締を培い、)l1J二村、黒滝村とともに吉野林

業の中心地として発展してきた。その施業技術は吉野地

方特有の山守iliIJ度に支えられ、これまで集約的な林業が

行われてきた。

古野林業の特徴は、密植、多間伐、長伐矧であり、二

者がそろっていることが他地域とは異なる点であるが10)、

東吉野村aは、人工絞り丸太生産技術の発祥の地であり、

比較的短伐閣の施業が中心、であると議‘われてきため。し

かし、他の吉野林業地域と同様、東吉野村‘においても、

比較的高齢の林分の占める比事が、日本全国や奈良県に
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比べてきわめて高くなっている。特に、 41-50 年生の

林分と 71年生以上の林分の比率がともに20%を?越える

ことは、東吉野村のスギ・ヒノキ人工林の特徴である。

また、従来の伐期を越える81年生以上の林分の間積は、

現主まで増加し続けており、今設もますます増加するこ

とが予想される。これらの林分は、戦後後興!Wから拡大
造林期にかけての木材価格の高騰とi悲鳴.な労働力に支え

られて、集約的な施業によって造成され、大切に守り

てられてきたものである。東吉野村の林業の将来にとっ

て、積駆的な密度管理を行い、このような林分構成の特

椴をさらに生かしていくことが肝要であると考える。

吉野林業地域では、近年、齢林分で皆伐を剖避し、

間伐をさらに持続的に行っていこうとする動きがJれてき

ていると言われるが羽、少なくとも東吉野村では、務棟

的に伐期をのばそうという動きであるとは普い難い。む

しろ、伐り控えのために高齢林分が胤存されている状態

であるといえる。

しかし、東吉野村杉谷などにおいて、 100年生前後の

林分で急、に儲勢が変え、伐出される 11111体が観察され、林

の存続出体が危ぶまれる林分も出てきており、現在問題

になってきている。その理由についてはまだ明らかに

なっていないが、80-100年を伐期とする出来の施業で

は、 60-80年生で、年輪11I認が念、に詰まってくることが

原法!の lつではないかと考えられ、今後さらに長伐Wlを
話器すのであれば、 60年生前後からの施業法を見

必嬰があるのではないかと考えられる 1210

ただ、東吉野村では近年、林業を現り巻く状況は厳し

い。立木{碩橋、潔材価格はともに低迷を続け、過疎化、

高齢化の問題は深刻で、近年労働力の確保が難しくなっ

てきている。このままでは、集約的な施業を支える基盤

が脂れてしまいかねない状況であり、手入れの遅れた林

分も若干見られるようになってきている。さらに、古来

から培われてきた施業技術の中には、近い将来出失して

しまうものがでてくることが危{其される。

東吉野村では、高齢林分の施業指針を確立し、それを

支える体制づくりを、早急に行わなければならないと

えられる。

6.おわりに

吉野林業の中心地のひとつである JII上村高原には、

250年生といわれるスギ、人工林が成立している。林!未が

紙に覆われ、腕高i立筏が1m!こ近い犬木が枚をしっかり

と張り、整然と立ち並んでいる cこのような人工林が成

立していることからも、吉野でさらに長伐期を目悲した

施業を行っていくことは、技術的に不可能ではないと
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えられ、積極的に長伐期を目標にし、高齢、 i窃

成長の林を育成する 5) ことができるのではないかと考

えられる。

東吉野村自では、従来から、永代で、も育てていける、樹

勢のある、形質のよい鋼体を永代木と呼んでいる 11)12)。

従来よりさらに高齢まで年輪憾のそろった林分を育てる

には、永代木を守り育て、高齢になってもきめの細かい

楼度管理を行っていく必要がある。

高齢になってもきめの細かい密度管理を行っていく

盤として、路網の整備を始めている大規模所有林家もす

でに出てきている。また、 1968年に東吉野村で始めて

行われたヘリ築材は、 1994年現記、材様割合で80%の

シェアを占め、 50m3未満という少量の伐採、搬出が可

能になっている九零綿所有であっても、このへ1)築材

技術によって、高齢林分で間伐をきめ細かく行っていく

ことは可能であろうと考えられる。
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